
令和５年度 島田市立金谷中学校 グランドデザイン

学校教育目標（教育理念）「自立 貢献」（金谷中学校、職員及び生徒の目指す姿）

生徒・地域の実態
生徒…○素直で人なつっこく、教師の指示を聞いて行動できる。気持ちよくさわやかな挨拶ができる生徒が多い。

△主体的に考え判断し、夢や未来に向かって学ぼうとする力、行動力が十分ではない生徒が多い。
地域…学区が広く、豊かな自然に恵まれている。スクールバス、鉄道、自転車等で通学する生徒が２～３割いる。保護者、事業所、公共施設等

が学校の教育活動に協力的である。

OECD・国・県・市の方針やキーワード
ＯＥＣＤ…個人と社会のウェルビーイング、新たな価値を創造する力、責任ある行動をとる力、対立やジレンマに対処する力、データリテラシ

ー、デジタルリテラシー、計算能力、様々な知識・スキル・態度や価値観。

国…よりよい学校教育を通じてよりよい社会を創る担い手、生きる力の育成。一人一人の生徒が、自分の良さや可能性を認識するとともに、あらゆ
る他者を価値ある存在として尊重し、多様な人々と協働しながら様々な社会的変化を乗り越え、豊かな人生を切り拓き、持続可能な社会の創り手
となることができるようにすること。主体的・対話的で深い学び。個別最適な学び・協働的な学びの一体的な充実。学習改善、指導改善。

県…「有徳の人」、「才徳兼備」の人づくり、誰一人取り残さない教育、三道（文武芸）の鼎立、多様性が尊重される社会。自分ごととして学ぶ
子供、肯定的な子供観、学び手の視点で授業をつくる、学びを調整し、学びの実感を積み重ねる。

市…豊かな心、確かな学力、健康な体・体力の向上、しなやかな心、夢育・地育、地域資源の活用、子供主体の学習、探究的な学習、特別支援教育の充実。

生徒の目指す姿と付けたい資質・能力

目標・計画 重点目標「自ら考え 判断し 行動する生徒 ～自他の未来のために～ 」 実践

三部・学年部 「その判断、行動は自分、友達、地球の未来のためになるのか？」 学校・学年・学級

①主体性 ②自己肯定感 ③学力
・自ら何かを始めようとする力 ・主体性のエネルギーになる力 ・知識・技能、思考・判断・表現力、主体的に学ぶ態度

⑧地域愛 重点目標 自ら考え 判断し 行動する生徒 ④自己管理能力
・地域への「貢献」に資する資質 ～ 自他の未来のために ～ ・体、感情、時間、物等を管理する力

⑦寛容性 ⑥情報管理活用能力 ⑤コミュニケーション能力
・多様性（意見・考え・文化等）を受け入れる力 ・学習の基盤となる力、端末活用技能、効率よく生活する力 ・他人と協働するために必要な力

↑ ↑ ↑

生徒指導部 学習指導部 特別活動部

①金中生活「さしすせそ」の実践 ①授業３原則の徹底 ①学校行事の運営を生徒会中心に行う
さわやかな挨拶、しびれる合唱、す 「１分前着席」「挨拶」「集中」 体育大会では生徒会種目を立案し
ばやい行動（時間を守る）、せっせと ②聴くマナーの徹底 練習計画づくりから運営する
清掃、そっと手助け（役立つわたし） 「相手を見て」「最後まで」「反応する」 ②ステージ発表（生徒会運営）

②集会指導の実施 ③単元でデザインする授業（校内研修） 個人等で自らの特技や個性を発揮
規範意識を高め、学校生活ルールを徹底 学習計画と評価計画を生徒と共有する し、認め合う雰囲気を醸成する
③いじめを許さない学年・学級づくり ④デジタル教材の積極的活用 ③学年行事で集団・リーダーづくり
生徒による学級スローガンの作成 「キュビナ」「スタディサプリ」「ｅライブラリ」等 集団への所属意識を高め、リーダー
④フォーサイトノートの活用 ⑤定着度（実力）を自ら診断調整する とフォロワーを育成する
自己管理能力の育成と見通し力やタイ ＮＲＴ（標準学力検査）金中定着度調査 ④行事後に学級等でお互いの頑張りや良
ムマネジメント（週１回の記入指導） テスト前の質問タイム さを認め合う活動と掲示

⑤けやきルームの開設 ⑥総合的な学習の時間（キャリア教育） 自己肯定感、自己有用感の育成する
教室に入れない生徒の一時的な居場所 地域人材や資源に関わり主体的に ⑤ＳＳＴ活動の実施（全校・学年・学級で）

⑥情報モラル講話の実施 課題を解決する 聴く話す・監察する・言い換える・考える・察する・価値観理解
情報の具体的な扱い方や危険性を知る １年：地域を知る（ﾌｨｰﾙﾄﾞﾜｰｸ） ⑥ユニバーサルデザインを意識した学習
⑦SC、SSW、市教委との連携、タイムリ ２年：地域の人と考える（職場体験） 環境づくり
ーなケース会議の実施 ３年：地域とつなげる（金谷元気ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ） 配慮ある掲示や補修、指示の見える化

⑦金中モーニングと読み聞かせ(年３回)
成果指標 朝読書、朝学習、フォーサイト記入 成果指標

◆「挨拶」「合唱」「時間」「清掃」「手助け」…90％以上 成果指標 ◆「～自分で考えて行動～」…95％
◆フォーサイトﾉｰﾄを活用して～…67％以上 ◆授業がわかる、楽しい…80％以上 ◆自分にはよいところがある…80％
◆安全に責任をもって互いを尊重して端末を使用…90％以上 ◆「授業3原則」「ｷｭﾋﾞﾅ・ｽﾀｻﾌﾟなどを～」90％以上 ◆自分の良さや成長していることを感じる…80％

◆授業で課題を解決しようと積極的に取り～」…80％以上

物理的心理的安全性安心感：家庭・学校・地域で大切にされているという愛情
デジタルシティズンシップ教育：「よきユーザーとして」「安全に」「責任をもって」「互いを尊重して」

学校･教師の役割

★全ての教育活動を通じて、子どもたちに自信をつけさせる
★子どもの良さ、個性を見つけ、伸ばし、自己肯定感をＵＰさせる
★「個別最適な学び」、「協働的な学び」、「主体的・対話的で、深い学び」を成立させる

改善 ★いじめを許さない、子どもの思いや考えを理解し、寄り添った生徒指導を行う 評価・分析

職員会議 ★特別支援教育、ユニバーサルデザインを意識した授業及び学習環境づくり、合理的配慮に努める 学校評価ｱﾝｹ ﾄー

三部会 ★クロムブック等を積極的に活用し、情報管理活用能力を身に付けさせる 教育課程編成

安全・安心な環境づくり 持続可能な働き方のための改革 家庭・地域との連携

○定期的な安全点検と整備 ○会議や能力育成視点による行事等の精選 ○小中連携で目標の共有と取組の共同実施
○避難訓練の実施・備蓄品の購入 ○タイムカードの出退勤管理 ○学校運営協議会への依頼と協力
○ＰＴＡ環境整備作業の実施 ○ ICTを活用した効果的・効率的な授業 ○ＰＴＡや事業所への依頼と協力
○交通安全教室を実施 ○出張時の直帰の推奨 ○寄り道学びの実施

○部活動の効率化と活動時間の短縮


